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　はじめに

アジ科ヨロイアジ属 Carangoidesは第 1鰓弓上

の鰓耙数が 20–31であること，背鰭と臀鰭が糸状

に伸長しないこと，背鰭と臀鰭に付随した小離鰭

がないこと，腹部に溝がないこと，両顎に歯帯を

備え，鋤骨と口蓋骨に歯を有すること，外翼状骨

歯を欠くこと，側線直走部の後部のみに固く鋭い

稜鱗が発達するなどの特徴をもち（Gushiken, 

1983；Smith-Vaniz, 1999；Lin and Shao, 1999），日

本からは 12種が知られている（瀬能，2013）．そ

のうちアンダマンアジ C. gymnostethus (Cuvier, 

1833)は，これまで国内において報告例が少なく，

沖縄島と九州東岸からのみ記録されていた

（Gushiken, 1983；瀬能，2013；Iwatsuki et al., 2017）．

2019年 4月 8日に種子島の熊野沖から 11個体

のアンダマンアジが採集され，そのうちの 1個体

を確保することができた．これは種子島における

標本に基づく初めての記録であるとともに，国内

3例目の標本に基づく記録となるため，ここに報

告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Smith-Vaniz and Carpenter 

(2007)にしたがった．標準体長は体長と表記し，

体各部の計測はノギスを用いて 0.1 mm までおこ

なった．アンダマンアジの生鮮時の体色の記載は，

固定前に撮影された種子島産標本のカラー写真に

基づく．標本の作製，登録，撮影，および固定方

法は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標

本は，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に

保管されており，上記の生鮮時の写真は同館の

データベースに登録されている．

　結果と考察

Carangoides gymnostethus (Cuvier, 1833)

アンダマンアジ　（Figs. 1–2）

標本　KAUM–I. 129295，体長 646.0 mm，鹿児

島県熊毛郡中種子町熊野沖，30°28ʹ14.52ʺN, 

130°58ʹ50.37ʺE，水深 25 m，2019年 4月 8日，定

置網，田中　積（鹿児島市中央卸売市場魚類市場

にて購入）．

記載　背鰭鰭条数（露出した鰭条のみ計数）

V–I, 31；臀鰭鰭条数（露出した鰭条のみ計数）I, 

24；胸鰭軟条数 22；腹鰭鰭条数 I, 5；側線直走部

の稜鱗数 18；下枝鰓耙数 22．体各部の体長に対

する割合（%）：背鰭前長 38.9；胸鰭前長 32.7；

腹鰭前長 38.7；臀鰭前長 64.1；第 1背鰭基底長 9.9；

第 2背鰭基底長 39.4；臀鰭基底長 32.6；尾柄長 3.4；

第 1背鰭起部と腹鰭起部を結んだ体高 16.9；胸鰭

長 34.9；腹鰭長 11.8；第 1背鰭第 2棘長 7.7；頭

長 12.1；吻長 10.3；上顎長 10.9；眼後頭長 10.9；

両眼間隔 10.5．

体は前後方向に長い卵形で，わずかに側扁す

る．体高は低く，第 2背鰭起部で最大．体背縁は

上顎先端から項部にかけて緩やかに上昇し，そこ

から第 2背鰭起部にかけてさらに緩やかに上昇す
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る．第 2背鰭基底部の体背縁は緩やかに下降する．

眼の前方の体背縁は前方にわずかに突出する．眼

は体の正中線上に位置する．体腹縁は下顎先端か

ら腹鰭起部にかけて緩やかに下降し，そこから肛

門前方にかけて直線状を呈し，体軸とほぼ平行と

なる．その後，体腹縁は臀鰭前方の埋没した遊離

棘起部にかけて上昇し，そこから臀鰭起部にかけ

て下降する．臀鰭基底部における体腹縁は緩やか

に上昇する．尾柄部は体背縁，腹縁ともに直線状

を呈し，体軸と並行．胸鰭基底上端は鰓蓋後端よ

りも僅かに後方，胸鰭基底下端は腹鰭第 2軟条起

部直上にそれぞれ位置する．胸鰭は鎌状を呈し，

上縁は緩やかに上方に凸の弧を描き，下縁は前部

において下方に膨らみ，後部において上方に凹む．

胸鰭後端は尖り，臀鰭第 10軟条起部直上に達す

る．腹鰭起部は胸鰭基底上端よりも後方，腹鰭基

底後端は胸鰭基底後端よりも後方にそれぞれ位置

する．腹部に溝があり，たたんだ腹鰭の後端は背

鰭第 5棘起部直下に達する．背部には溝があり，

第 1背鰭起部は腹鰭基底後端よりも僅かに後方に

位置する．第 2 背鰭起部は臀鰭起部よりも前方，

第 2背鰭基底後端は臀鰭基底後端よりも僅かに後

方にそれぞれ位置する．臀鰭第 1棘起部は第 2背

鰭第 6軟条起部直下に位置する．臀鰭遊離棘は皮

下に埋没する．背鰭および臀鰭の後方に小離鰭が

ない．尾鰭は二叉形で湾入する．第 2背鰭と臀鰭

の前部軟状はやや延長するが鎌状とはならず，ほ

ぼ同大．副鰭はない．肛門は楕円形を呈し，たた

んだ腹鰭第 4条付近に位置する．鰓蓋および前鰓

蓋骨の後縁は円滑．上顎後端は眼の前端へ僅かに

達する．眼および瞳孔はともに正円形．眼の脂瞼

はあまり発達せず，脂瞼の開口部は楕円形．鼻孔

は 2対で前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼の前

縁前方に位置する．眼の前縁前方から後鼻孔にか

けて凹む前鼻孔は背腹方向に細長く，後鼻孔はと

もに背腹方向に細長く，裂孔状．吻端は鋭い．下

顎は薄く，上顎よりも僅かに前方に突出する．上

顎骨および下顎骨には絨毛状の歯が密生する．鋤

骨の先端は粒子状歯で，逆 V 字状の歯帯をなす．

鰓耙は短く，口をあけたときに舌の両側に飛び出

さず，棒状で偏平しており，先端は丸い．側線は

完全で，鰓蓋上方から始まり，第 2背鰭起部直下

で急に下降し，その後第 2背鰭 16軟条起部直下

付近より尾柄にかけて直走する．背鰭基底後端直

下付近の側線の直走部には固く鋭い稜鱗が発達す

るが前方部には達さない．尾柄部に前後方向に走

る小さい 2 本の隆起線がある．体は細かい円鱗に

被われ，胸部は無鱗域が腹鰭基部方向まで達し，

吻部，下顎，および主上顎骨は無鱗．

色彩　生鮮時の色彩―体は一様に銀白色を呈

し，体背面から体側上部にかけては暗緑色．体側

中央部にかけて淡い緑色から淡い小金色が広が

Fig. 1. Fresh specimen of Carangoides gymnostethus from Tanegashima island, Osumi Islands, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 
129295, 646.0 mm standard length).
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り，小黒点が散在する．尾柄部背面は暗緑色．稜

鱗は灰白色．鰓蓋上部に瞳孔より僅かに小さい黒

色斑がある．第 1背鰭と第 2背鰭はともに暗灰色

を呈し，第 2背鰭の基底部と第 2背鰭第 1-3軟条

において黄色がかる．腹鰭は黄色がかった白色．

胸鰭は黄色がかった灰色．臀鰭は黄色がかった灰

白色を呈し，伸長した前部の下縁は白色に縁取ら

れる．尾鰭の上葉と下葉はそれぞれ黒色と黄色を

呈し，後縁はともに白色．虹彩は金色を呈し，瞳

孔は青みがかった黒色．

分布　アンダマンアジはインド・西太平洋に

かけて広く分布する（瀬能，2013）．日本国内に

おいては九州東岸と沖縄島からのみ記録されてい

た（Gushiken, 1983；瀬能，2013；Iwatsuki et al., 

2017）．本研究によって大隅諸島種子島における

分布が確認された．

備考　種子島産の標本は吻が鋭いこと，眼が

吻端を通る縦軸上に位置すること，脂瞼が発達し

ないこと，体高が体長の 16.9%と極めて低いこと，

体の断面が丸みを帯びること，眼の前方の頭部背

縁がわずかに凸状であること，体側の斑が少なく

大きいこと，両顎歯が前方で歯帯を形成すること，

胸部無鱗域が腹鰭基部後方まで達すること，およ

び稜鱗が側線直走部後部にのみ発達することなど

が久新ほか（1982），具志堅（1988），および

Kimura (2017) に よ り 報 告 さ れ た Carangoides  

gymnostethusの標徴とよく一致したため，本種と

同定された．

久新ほか（1977）はアンダマン海の水深 80 m

から得られた体長 568 mmの 1標本に基づき，C. 

gymnostethusに対して和名アンダマンアジを提唱

した．その後，Gushiken（1983）は沖縄県那覇産

の 2標本（体長 340–350 mm）に基づき，本種を

日本国内から初めて報告した．九州東岸の魚類相

をまとめた Iwatsuki et al. (2017)は標本に基づき

国内から 2例目となるアンダマンアジを報告した

が，この標本の数やサイズ，採集場所の情報は記

されていない．上述した報告以外に日本国内にお

ける本種の標本に基づく記録はないため，本研究

で調査した種子島産の 1個体はアンダマンアジの

種子島における初記録かつ標本に基づく日本 3例

目の記録となる．

アンダマンアジはフィリピン近海などで多く

確認されていることから（Lin and Shao, 1999; 

Kimura, 2017），黒潮の影響を受けて偶発的に種

子島に出現したものと考えられる．また，記載標

本とともに 10個体のアンダマンアジ（うち 1個

体の写真は Fig. 2に示した）が同時に採集されて

おり，群れで来遊していたと推察される．
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